
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１６３０１

基盤研究(C)（一般）

2016～2013

国民番号制度の有効性と社会的課題に関する学際的比較研究：日本と北欧諸国を中心に

Social Effect and Social Risk of National Identity Number System:Comparative 
Studies between Japan and Nordic Countries

５０２３７４９２研究者番号：

長井　偉訓（NAGAI, Yoritoshi）

愛媛大学・法文学部・教授

研究期間：

２５３８０７３９

平成 年 月 日現在２９   ６ １３

円     3,800,000

研究成果の概要（和文）：研究成果は、三点ある。第一に、マイナンバー制度の成立に伴う個人情報管理につい
て、政府による監視やセンシティブデータに対する日本社会における意識をアンケート調査により明らかにし
た。センシティブデータとしてみなされる個人情報に関する法規制の課題を検討した。第二に、スウェーデンと
ノルウェーの個人識別番号の制度と運用に関してその現状を明らかにし、日本の制度との相違点につき検討し
た。北欧諸国は、それが社会インフラとして機能していることが特徴であり、現在は移民政策の関係で制度改正
が検討されている。第三に、日本の共通番号制度の年金分野への活用方法を具体的に考察し、課題を明らかに
し、将来の制度展望を示した。

研究成果の概要（英文）：The salient findings of the research are as follows: first, we illuminated 
how Japanese recognize personal information management after the government enforced “my number 
system”, through conducting questionnaire surveys on national surveillance and on the recognition 
of sensitive data. Second, the research clarified the differences between Japan and Nordic countries
 (Sweden and Norway) in terms of policy operations and social consequences of personal 
identification numbers. In Nordic countries, the systems of personal identification numbers permeate
 societies significantly as social infrastructure. However, the recent immigrant crisis affects the 
system and causes problems with its operation. Especially in Norway, the system is under revision to
 improve the quality of information and policy operations. Third, we explored the application of “
my number system” to the pension system, and manifested the future vision of the systems in Japan.

研究分野：労働経済論
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１．研究開始当初の背景 
 「共通番号制度」（マイナンバー制度）の
施行によって、これまで各行政組織で別々に
処理されていた各個人の情報を、「マイナン
バー」と呼ばれる各個人に割りあてられた固
有の番号のもとに統合的に管理することが
可能となった。このマイナンバー制度では、
省庁をまたがってマイナンバーによる個人
情報の管理が統一的に行われることが予想
される。この特性は電子化によって拡張され、
不必要に広範囲な個人情報の共有やエラー
の発生、その情報に基づく社会的選別、政府
による監視の強化を可能にしてしまうこと
も考えられる。とはいえ、日本のマイナンバ
ー制度のもたらす新たな社会的リスクにつ
いて評価をすることは容易ではない。 
これに対して、北欧諸国ではすでに 50 年
以上前から国民（個人）番号制度が確立され、
それは広く、深く社会の中に浸透している。
こうした北欧諸国における国民（個人）番号
制度の実態や課題、その限界点に目を向け、
その社会的課題をを理解することは、日本の
マイナンバー制度の社会的リスクを評価す
る上で有用であると考えられる。実際、スウ
ェーデンの個人番号制度では、番号エラーに
よって公的サービスが受けられなくなるケ
ースも確認されており、個人番号が個人の社
会生活に大きな影響を与えている。もちろん、
北欧諸国の国民番号制度は、日本のマイナン
バー制度とは異なるため、その国独自の社
会・文化、政治的特性などの多様な要因が織
りなす背景を鑑みた上で比較を行い、その制
度の有効性や課題を理解する必要があると
考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、日本と北欧諸国（主にスウェ
ーデンとノルウェー）を比較することでマイ
ナンバー制度の有効性やその社会的リスク
について検討することを目的とする。現在の
日本の住民登録制度や北欧諸国での国民（個
人）番号制度には、その成立のための独自の
社会的背景や必要性が存在しているはずで
あり、その背景となる諸要素を考慮しながら、
それら要素間の関係性を整理するとともに
し、それぞれの国の特徴とそれに基づく有効
性や課題について検討する。 
 
３．研究の方法 
 研究方法としては主に文献研究、事例研究、
インタビュー調査を行った。スウェーデンで
の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 で は 、 国 税 庁
Skatteverket や デ ー タ 監 査 局
（Datainspektionen）、ウプサラ地方行政府
（Uppsala Kommun）、労働市場および教育
政策評価機構（Institutet för arbetsmarknads- 
och utbildningspolitisk utvärdering、IFAU)な
どを訪れ、インタビュー調査を実施し、ス
ウェーデンの番号制度の運用の実態を把握
し、現状の問題点や現地での利用者の感覚や

意識を理解することが可能となり、研究内容
のブラッシュアップを図った。 
 
４．研究成果 
(1) 日本における個人情報管理、センシティ
ブデータに対する意識 
 番号制度の運用とは、言い換えれば、政府
による番号による国民に対する管理である
ため、本研究の一環として日本社会における
それらに対する意識や知識について調査を
行った。特に、エドワード・スノーデン氏に
よる告発内容は政府による監視に関するも
のであり、そのような国家や政府による監視
に対して日本人の意識が他国に比べて希薄
であるという結果から、日本社会におけるリ
スクを考察した。 
 また、マイナンバーが社会保障や医療など
に関する情報と結び付けられることに対す
る懸念は、それらがセンシティブデータ（機
微情報）とみなされるのか否という感覚にも
関係していることから、日本人にとってのセ
ンシティブデータに対する感覚と、マイナン
バー制度の導入に伴って改訂された個人情
報保護法での規制内容についての比較した。
それらの間には差異がみられたため、日本の
でのセンシティブデータに関する法制度の
有効性について検討している。 
 
(2) 北欧諸国（スウェーデンならびにノルウ
ェー）における個人識別番号の運用実態 
 北欧諸国においてはスウェーデンがノルウ
ェーやデンマークに先駆けて全国規模での
個人識別番号制度（Personnumer）を実施し、
その制度をさまざまな公的サービスのみな
らず民間サービスにも活用してきた。国民の
往来が頻繁な北欧各国は、それぞれの国の個
人識別番号制度を他の北欧諸国のシステム
と連携させている。そのため、税金、社会保
障や医療制度など自国民が他の北欧諸国に
移動した際の手続きや処理が効率的に行わ
れている。一方で移民の流入が著しいスウェ
ーデンでは、個人識別番号が不足する事態に
陥っており、意図的に実際の生年月日とは異
なる個人識別番号を発行し始めている。年金
や社会保障が個人識別番号を基礎として構
築されているため、年齢の誤認識による福祉
サービスへの支障が懸念されている。北欧諸
国独自の社会状況にも思われる一方で、人口
の減少から移民政策の見直しも検討されて
いる日本にとっても示唆に富むものである
ことを明らかにした。 
 ノルウェーは、国民向けに行政手続きの簡
略化が行われるとともに、都市計画および社
会サービスの長期計画に利用している。現在、
個人識別番号を含む国民登録制度の見直し
を進めており、時代に即した情報登録と、情
報の質のコントロール、新たなシステム導入
が模索されている。個人識別番号は、社会福
祉サービス利用負担と切り離して運用され
ていることが特徴であり、日本でも個人番号



の社会福祉サービスの運用のあり方が改め
て問われることを明らかにした。 
 
(3)日欧における個人番号制度の現状 
 2017年2月に明治大学で行った科研研究会
の場にて、本研究の総括として研究報告を行
った（学会報告の 1、2、3）。浅井は、スウェ
ーデンの個人識別番号（通称 PIN: Personal 
Identity Number）について、１．社会状況変
化と PINの現在、２．自己認証の簡易化とそ
の倫理的問題考察した。具体的には、近年の
中東・アフリカ諸国からの難民流入による社
会情勢の変化、PIN 運用に与える影響を事例
をもとに報告した。さらに、デジタル・デバ
イスを用いた自己認証による公的手続きの
効率化のメリットを指摘するとともにデジ
タル・デバイスを介した自己認証が孕むリス
クを指摘した。鈴木は、日本のマイナンバー
制度への社会保障利用抑制への危惧を問題
意識として、ノルウェーを比較国として、ノ
ルウェー国民登録制度と個人識別番号の歴
史、概要、現状について考察し、日本におけ
る今後の課題を提示した。具体的には、ノル
ウェーの制度を踏まえ、マイナンバー制の目
的を明確にすべく、生存権保障の視点から法
的規制の必要性を日本への示唆とした。長井
は、日本における社会保障と税の一体改革に
おける「共通番号制度」の位置づけと導入の
狙いに関する議論を整理した上で、スウェー
デンにおける年金制度改革において個人識
別番号（PIN）が具体的にどのように活用さ
れているのかを具体的に考察した。 
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